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野焼きの様子 除草作業の様子 平治岳のミヤマキリシマ

地球にやさしいエネルギーをいつまでも、しっかりとお届けします

地熱発電の拡大に向けた取組み
～大分県九重町菅原地区における地熱発電事業～　
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特集

　グループ会社の九電みらいエナジー㈱が、大分県九重町が
所有する地熱

せい
井　を活用した

すが
菅　

わら
原　バイナリー発電所（出力

5,000kW）の運転を予定しています。本事業は、自治体と
企業が協働で開発を行った国内初の取組みです。

地域での地熱資源の有効活用に向けた取組み
　当社では、地熱を発電に利用するエネルギーのみならず、地
域における「産業・生活資源、観光資源」として考えています。
八丁原・大岳発電所のある大分県

ここのえ
九重　町では、自治体と連携の上、

地熱発電所の余った蒸気と湧水で温泉水を造り、地域に提供し
ています。また、

やま
山　
がわ
川　発電所のある鹿児島県

いぶすき
指宿　市においても、

発電に利用しない余剰熱（蒸気）を発電所周辺農家（組合）に
提供し、園芸ハウス用熱源として利用するなど、地熱を有効に
活用する取組みを推進しています。

　従来の地熱発電方式では利用できなかった比較的温度の低い蒸気・
熱水で発電を可能にする方式であり、地熱資源が賦存する離島への適
用や温泉地での活用が期待できます。当社の地熱バイナリー発電設備
としては、八丁原バイナリー発電所（大分県九重町 ( 八丁原発電所構
内 )、出力 2,000kW）が 2006年度から運転しています。

九州の豊かな自然を活かした地熱発電の推進
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＜バイナリー発電とは？＞

　地熱発電は、設備量の割合が全国の約44％を占めるなど、九
州地域への導入が進んでいる発電方式です。
　地熱は、安定して利用できる純国産のエネルギーであるとと
もに、ＣＯ２排出抑制効果が高いクリーンエネルギーです。候補
地の多くが国立・国定公園内に位置しているなど、開発にあ
たっての課題はありますが、
当社は今後も地域の皆さまと
ともに、九州の恵まれた自然
を活かした地熱発電の導入に
取り組んでいきます。

坊ガツル湿原一帯での活動を通じて、地元の方 と々共に自然環境を守ります
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くじゅう
ぼう
坊　ガツル湿原一帯における環境保全活動

平治岳に咲くミヤマキリシマ（手前）と坊ガツル湿原（奥側）
ひいじだけ

　くじゅう坊ガツル湿原は、大分県西部に位置し、周囲を
く
九　

じゅう
重

　連山に囲まれた湿原（約53ha）です。多様な地質・地形を反映
した希少な生態系を有することなどから、2005年に国際的に
重要な湿地の保全を目的とする「ラムサール条約」に登録され
ています。
　当社は、地域環境との共生を目的に、2000年から15年間に
わたり、環境省や

たけ
竹　

た
田　市、「九重の自然を守る会」など、地域の

方々との協働により、坊ガツル湿原の生態系を保全するため
の「野焼き活動」を実施しています。この取組みにより、大分支
社が「阿蘇くじゅう国立公園指定80周年記念式典」において、
環境省九州地方環境事務所長表彰を受けました。
　また、坊ガツル湿原の貴重な自然環境を活用した取組みや、坊
ガツル湿原に隣接する

ひい
平　

じ
治　

だけ
岳　の自然環境の保全などについても

検討しています。

坊ガツル湿原野焼き活動 今後に向けた検討坊ガツル湿原
外来種(植物)駆除活動

　湿原の維持を目的に、かん木や雑草が
茂ることを防ぎ、新しい草の芽立ちを促
すため、野焼きを実施しており、2014
年度は、3月25日に実施し、当社社員を
含む80名のボランティアの方々に参加
いただきました。
　毎年、約８か月の間に、以下の３つの
活動を行っています。
◦輪　地切り・輪地焼き（8～9月）
　→野焼きのための防火帯作り
◦野焼き（本焼き）（3月）

　湿原の生態系維持のため、外部から持
ち込まれた外来植物を手作業で除草して
います。2014年度は、8月21日に実施し、
当社社員・OBを含む30名のボランティ
アの方々にご協力いただきました。
　また、作業終了後には、駆除活動に体
験で参加した小学生2名を対象に、坊ガ
ツル湿原に自生するオニユリ、トモエソ
ウなどの草花の観察会を行いました。

　坊ガツル湿原の貴重な自然環境を活用
した環境教育の実施を検討しました。
また、近年衰退傾向にある、平治岳のミ
ヤマキリシマ（大分県準絶滅危惧種）の
植生保護と平治岳登山道の整備につい
て、協動先の方々と今後の進め方を検討
しました。

　⇒検討を踏まえた2015年度の取組み
　　概要は（P.52）に記載しています。

　菅原地熱バイナリー発電所の建設所
に赴任したとき、雑草に覆われた何も無
い建設予定地を見て、不安を覚えたことを記憶しています。
　短い工事期間での工程管理や、風雨や積雪、凍結などの山
地特有の気候に苦労しながら、土木工事や送変電設備の整
備、地熱井の噴出などの多岐に亘る業務に携わることができ
たことは、貴重な経験となりました。また、発電事業が様々な
技術によって支えられていることを改めて実感しました。
　発電所の運転開始が迫る今、今後も地熱バイナリー発電へ
の期待に応えられるよう、発電所の安定運転に向け、気を引
き締めていきたいと考えています。

菅原地熱バイナリー発電所が
運転を開始します。
九電みらいエナジー㈱
開発本部 菅原建設所
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>>私の環境アクション
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>>私の環境アクション

自然の恵みに
感謝して、
地域の皆さんと
活動しています。
九重の自然を守る会

副会長 高橋裕二郎
たか　はし　ゆう　 じ 　ろう

　春から夏にかけての坊ガツル湿原は、芽吹いた若草により緑一面の絨毯に姿を変え、
ミヤマキリシマの開花によりピンク色に染められた山 と々ともに、多くの登山者や観光客
を癒しています。しかし、この素晴らしい景観は、自然の営みだけで維持できるものでは
ありません。
　九州電力さんをはじめ、地域の皆さんに九重山群の自然再生や景観維持のため、１年
を通して坊ガツル湿原の野焼きや外来植物駆除、ミヤマキリシマ植生保護や登山道整備
などを実施していただいているおかげで、くじゅうの自然は再生し維持されているのです。
特に、1999年に活動を再開し、今年で17年目を迎える野焼き活動は、地域における環
境を守ってきた歴史であり、文化でもあると感じています。
　今後も自然の恵みに感謝して、この素晴らしい景観を守り続けていくため、九州電力さ
んと共に永く活動を続けられることを願っています。

じゅうたん


